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研究成果概要 
宇宙線研究所神岡宇宙素粒子研究施設では、1996 年以来、岐阜県の神岡鉱山の地下 1000
メートルに 5 万トンの純水を用いる水チェレンコフ検出器「スーパーカミオカンデ」を

稼働させ、大気ニュートリノニュートリノ振動、太陽ニュートリノ振動の発見、陽子崩

壊の探索、つくばの高エネルギー加速器研究機構から発射した人工ニュートリノを検出

する長基線ニュートリノ振動実験などに成果を上げてきました。この成果を受け継ぎ、

更に発展させるため、100 万トンの純水を用いる「ハイパーカミオカンデ」と名付けら

れた次世代の水チェレンコフ検出器を建設する計画が作られ、そのために必要な開発研

究、具体的には検出器本体の設計や検出器に用いる光センサーの開発などを行っていま

す。これまで行った種々の調査や解析の結果に基づき、下図のような双子のトンネル型

検出器を基本設計としています。本実験の早期実現を目指していきます。 

 

整理番号 A19 
 


